
― 43 ―

スポーツと人間　第2巻　第1号（2017年） バレーボール世界トップレベル選手のレセプションおよびディグに使用する技術

バレーボール世界トップレベル選手のレセプションおよびディグに
使用する技術：オーバーハンドの技術に着目して

香村恵介1）・中西健一郎2）・塚本博之3）・石井好二郎4）・加藤勇之助5）

Receptions and digs skills among top international volleyball players
: Focus on overhand skills
Keisuke KOMURA, Kenichiro NAKANISHI, Hiroyuki TSUKAMOTO,
Kojiro ISHII and Yunosuke KATO, 

Abstract：BACKGROUND: In 1995, since the rule of "allow double contact in team's first 
play" was applied, overhand receives began to be actively used. The purpose of this study 
was to clarify the skills used for receptions and digs by top international players, with a 
focus on overhand play.
Methods：We targeted the volleyball matches of the top five teams in the 2008 Beijing 
Olympics. Based on the video-recorded matches, we analyzed 9 sets of men (reception of 326 
plays and digs of 204 plays) and 9 sets of women (reception of 343 plays and digs of 271 plays). 
Results：Receptions by overhand were 8% for men and 6% for women of the total number 
of receptions. Receptions by overhand for spike serve were 0% for men and 1% for women, 
whereas 25% for men and 7% for women for float serve. For float serve, men were using 
overhand significantly more than girls (χ2 = 23.902, df = 1, p<0.01). Ninety-six percent of 
the reception by overhand for men and 89% for women were observed in the central court 
area. Regarding digs, 21% of the total number of digs for men and 18% for women were 
played overhand. In addition, on one’s own team’s block touches to the opponent spike, 
the ratio of overhand digs was 36% for men and 39% for women, which was significantly 
higher than when there were no block touch (p<0.01).
Conclusions：In the top international teams, men select more overhand receptions than 
women against a floater serve, the frequency of which is one in every 4 receptions. In 
addition, overhand reception is used most in the central court area. Regarding digs, one 
of every 5 spikes, for both men and women, uses overhand and the frequency of using 
overhand increases especially when there is a block touch by one’s own team.
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Ⅰ．緒言
バレーボール競技ではこれまでに何度もル

ール改正が実施され，それに合わせて技術・
戦術も変化してきた1）。

1995年には，「チームのファースト・プレ
ーにおけるダブル・コンタクト（1人の競技
者が連続してボールに触れる反則）の許容」
というルールが適用され，積極的にオーバー
ハンドパスを使用できるようになった2）。こ
のルールは，2012年に改正され，一時的に元
のルール（ファースト・プレーのダブル・コ
ンタクトを反則とする）に戻ったものの，翌
2013年4月にルール適用の実施を延期するこ
とが発表された2,3）。このため，実質的には
1995年からのルールが現在も適用さている状
態であり，オーバーハンドによるレシーブの
重要性が高まっている。

レシーブは，相手チームのサーブを受ける
プレーである「レセプション」と，サーブ以
外の相手チームから飛んでくるボール（アタ
ックなど）を受けるプレーである「ディグ」
に分けられる2）。これまで，上述したルール
変更に伴ってオーバーハンドによるレセプシ
ョンが増加したことが報告されている4）。し
かし，世界トップレベルのチームが相手から
の返球に対して，どれくらいオーバーハンド
の技術を使用しているかを報告した研究は見
られない。また，レセプションやディグにお
いて，どのような状況でどのような技術が使
用されているかについて，詳細に検討されて
いない。世界トップレベルチームの技術を明
らかにすることは，指導に役立つ示唆を与え
ると考えられる。

本研究では世界トップレベルの男女バレー
ボールチームを対象に，レセプションおよび
ディグに使用されている技術を，特にオーバ
ーハンドの技術に着目して検討することを目
的とした。

Ⅱ．方法
1．分析対象とした試合およびプレー

男子については，2008年の北京オリンピッ
クにおける男子バレーボール決勝1試合（ア
メリカVSブラジル），準決勝2試合（アメリ

カVSロシア，ブラジルVSイタリア）および
3位決定戦1試合（ロシアVSイタリア）の計4
試合のうち，映像による分析が可能な9セッ
トを対象とした。分析したプレー数は，レセ
プション326プレー，ディグ204プレーであっ
た。

女子については，同じく北京オリンピック
の女子決勝1試合（アメリカVSブラジル），
準々決勝1試合（日本VSブラジル），および
予選リーグの1試合（日本VSアメリカ）の計
3試合のうち，分析可能な9セットを対象とし
た。分析したプレー数は，レセプション343
プレー，ディグ271プレーであった。

なお，ノータッチ・エースを相手サーバー
に奪われた場合には，レセプション受け数に
カウントしなかった。また，ブロックフォロ
ーのディグおよびネットより下端からのアタ
ックに対するディグは，ディグ受け数から除
外した。
2．レセプションの分析
1）相手サーブの種類

相手サーブを，スパイクサーブおよびフロ
ーター系サーブに分類した。フローター系サ
ーブは，ジャンプ・フローターサーブおよび
ロングサーブとした。
2）レセプションエリアの判定

相手サーブをレセプションした場所を分析
するために，図1のようにコートを3m×3m
に9分割（1～9）し，それぞれをさらに4分割
（a～d）した。そして，ボールタッチの瞬間
に，選手の重心の真下に当たるエリアをレセ
プションエリアと判定した。

c b
d a5 6

4 3 2

7 8 9

図.1　コートの分割
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3）技術の分類
レセプションに使用した技術は表1の分類

基準に従い，「オーバーハンドかアンダーハ
ンドか」，「両手か片手か」，「その場かバ
ランスを崩しながらか」を考慮して判定し
た。
4）評価基準

表2に示した基準に従い，レセプションの
返球をAパス，Bパス，Cパス，Dパスおよび
ミスのいずれかに分類した。
3．ディグの分析

相手コートからのアタックを，スパイク（
クイックを除く），フェイント，オフスピー
ド・ショット（意図的にゆっくりとしたスピ
ードのボールを放つアタック），バック・ア
タック，ツー・アタックおよびクイックに分
類した。ディグに使用した技術 は，レセプシ
ョンと同様に表1の分類基準に従った。
4．統計処理

レセプション，ディグおよびサーブに使用
した技術が性別で異なるかを検討するため
に，カイ二乗検定および残差分析を行った。

表.1　レセプションおよびディグに使用した技術の分類基準

表.2　レセプションの評価基準

技術

オーバーハンド
　両手

　両手（滑りながら）

　片手

　片手（滑りながら）

アンダーハンド

　両手

　両手（滑りながら）

　片手

　片手（滑りながら）

　パンケーキ

アンダーハンドの両手で行ったレシーブ．

アンダーハンドの両手で，左右に体制を崩して滑りながら行ったレシーブや，
ダイビング・レシーブ．
アンダーハンドの片手で行ったレシーブ．

アンダーハンドの片手で，左右に体制を崩して滑りながら行ったレシーブや，
ダイビング・レシーブ．
ダイビング・レシーブなどの際に，片腕を床と平行に伸ばし，手のひらを床に
つけて，手の甲でボールを受けるワンハンド・レシーブ．

基準

オーバーハンドの両手で行ったレシーブ．ジャンプして両手で処理したプレー
も含む．
オーバーハンドの両手で，左右に体制を崩して滑りながら行ったレシーブ．

オーバーハンドの片手で行ったレシーブ．ジャンプして片手で処理したプレー
も含む．
オーバーハンドの片手で，左右に体制を崩して滑りながら行ったレシーブ．

評価項目

Aパス

Bパス

Cパス

Dパス

ミス

レセプションの評価基準

セッターのセット・アップ定位置へ返ったレセプション．全てのスパイク・
オプションが使用可能．
セッターのセット・アップ定位置から半径1～2m以内へ返ったレセプション．
ほぼすべてのスパイク・オプションが使用可能．
ファースト・テンポの攻撃が使用困難となったレセプション．サード・テン
ポの攻撃のみに限定されることが多い．
相手コートに直接返球してしまったレセプションや，スパイクで返球できな
い状況につながったレセプション．
相手チームにサービス・エースを奪われたレセプション．
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同様に，オーバーハンドとアンダーハンドで
レセプションの評価が異なるかの検討にも，
カイ二乗検定および残差分析を適用した。ま
た，相手スパイクの種類ごとに，「ブロック
タッチなし」および「ブロックタッチあり」
とでオーバーハンドによるディグの割合に差
があるかを分析するために，比率の差の検定
を適用した。カイ二乗検定および残差分析に
は，js-STAR version 8.0.1j 5）を，比率の差の
検定には，BellCurve統計WEBの比率の差の
検定フォーム6）を使用した。統計的有意水準
は5%とした。

Ⅲ．結果
1．レセプションについて

表3にレセプションに使用された技術の分
析結果を示した。男子はサーブ総数326本の
うち，オーバーハンドで処理したレセプシ
ョンが26本（8%），アンダーハンドが300本
（92%）であった。女子はサーブ総数343本
のうち，オーオバーハンドで処理したレセプ
ションが19本（6%），アンダーハンドが324
本（94%）であった。検定の結果，レセプシ
ョンに使用した技術には有意な性差が認めら
れなかった（χ2 = 7.062, df = 3, p = 0.07）。

図2は，相手サーブの種類別にオーバーハ
ンドとアンダーハンドの技術がどれだけ使用
されたかを示している。男子は，相手からの
フローター系サーブが32%（105本），スパイ
クサーブが68%（221本），女子は，フロータ
ー系サーブが79％（272本），スパイクサー
ブが21%（71本）であった。相手サーブの種

類に有意な性差が認められ，男子の方がスパ
イクサーブの占める割合が高かった（χ2 = 
150.696, df = 1, p<0.01）。相手のスパイクサ
ーブに対しては，用いる技術に有意な性差は
認められず（χ2 = 3.123, df = 1, p = 0.08）
，男女とも99%以上アンダーハンドで処理し
ていた。一方，フローター系サーブに対して
は，男子の方が女子よりもオーバーハンドを
用いる割合が有意に高かった（χ2 = 23.902, 
df = 1, p<0.01）。

図3は，レセプションをコートのどのエリア
で処理したかを示している。男子において，
レセプションを処理した場所は，コート後方
のエリア1，5，6のbc列が最も多く，全てのレ
セプションの60%を占めていた。次いでエリ
ア7，8，9のad列が，レセプション総数の28%
を占めていた。エリア7，8，9のレセプショ
ン本数114本のうち，23本（20%）がオーバー
ハンドで処理されていた。女子は男子と異な
り，エリア7，8，9のad列で最も多くのレセプ
ションを処理しており（187本，55%），次い
でエリア1，5，6のbc列で処理した本数が多
かった（115本，34%）。エリア7，8，9のレ
セプション本数216本のうち，17本（8%）が
オーバーハンドで処理されていた。女子は男
子よりも，エリア7，8，9においてオーバー
ハンドで処理するレセプションの割合が低か
った。

表4は，相手サーブをアンダーハンドまた
はオーバーハンドによって処理した場合のレ
セプション評価を示している。男子におい
て，オーバーハンドとアンダーハンドでレセ
プションの評価に有意な差は認められなかっ
た（χ2 = 5.979, df = 4, p = 0.20）。女子も同
様に，オーバーハンドとアンダーハンドでレ
セプション評価に有意差は認められなかった
（χ2 = 4.89, df = 4, p = 0.30）。
2．ディグについて

表5は，ディグに使用された技術を示して
いる。ディグ総数は，男子204本，女子271本
であり，そのうち，オーバーハンドで処理
したディグの割合は男子21%，女子18%であ
った。検定の結果，ディグに使用した技術に
有意な性差が認められ（χ2 = 41.343, df = 8, 

レセプションに使用した
技術 本 (%) 本 (%)
オーバーハンド
　両手 26 (8) 19 (6)
アンダーハンド
　両手 252 (77) 292 (85)
　両手（滑りながら） 45 (14) 29 (8)
　片手（滑りながら） 3 (1) 3 (1)

総数
(  )の値は総数に対する割合．
カイ二乗検定の結果：χ2 = 7.062, df = 3, p = 0.07

326 343

男子 女子

表3．レセプションに使用した技術
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図2．サーブの種類ごとにみたレセプションのオーバーハンドおよびアンダーハンドの割合

図3．エリア別にみたレセプション本数およびオーバーハンドによるレセプション本数
（　）は，レセプションの総数に対する割合．

アンダーハンド

75%（79本）

フローター系サーブ

32%（105本）
スパイクサーブ

68%（221本）

アンダーハンド

93%（252本）

アンダーハンド

100%（221本）

アンダーハンド

99%（70本）
フローター系サーブ

79%（272本）

スパイクサーブ
21%（71本）

オーバーハンド

25%（26本）
オーバーハンド

0%（0本）

オーバーハンド

1%（1本）
オーバーハンド

7%（18本）

男子

女子

男子

0 (0)
1 1 2 (1) 1

6 4 3 6 1 2 22 (7) 2 2 2
8 35 17 16 9 7 92 (28) 1 9 2 5 1 1
18 40 49 41 38 9 195 (60)
1 4 3 5 2 15 (5)

女子

1 1 (0)
1 1 2 3 7 (2)
4 8 4 4 4 5 29 (8) 1 1
37 34 25 28 21 42 187 (55) 2 2 1 10
11 20 29 23 27 5 115 (34) 1 1
1 1 2 4 (1)

本(%) 本
レセプション本数 横列合計 オーバーハンドによる

レセプション本数
横列合計

横列合計
本(%)

レセプション本数 横列合計
本

オーバーハンドによる
レセプション本数

0
1
6
17
0

2
0

0

0
0
2
15
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p<0.01），アンダーハンドの両手でのプレー
は女子が有意に多く，パンケーキは男子が有
意に多かった。オーバーハンドによるディグ
には有意な性差は認められなかった。

表6は，相手スパイクに対するブロックタ
ッチの有無別にみたオーバーハンドによるデ
ィグ数である。男子は，相手からの攻撃がス
パイク（クイックを除く），フェイント，バ
ック・アタックの時，味方がブロックタッチ
した場合に有意にオーバーハンドによるディ
グが多かった。女子は，相手からのスパイク
（クイックを除く）をブロックタッチした場
合に，有意にオーバーハンドによるディグが
多かった。

Ⅳ．考察
本研究の目的は，世界トップレベルでプレ

ーするバレーボール選手のレセプションおよ
びディグに使用する技術を明らかにすること
であった。男女ともレセプション全体の6〜8
％をオーバーハンドで処理しており，相手サ
ーブの種類やレセプションを受ける場所によ
って，その使用割合が変化することが明らか
になった。また，男女ともディグのおよそ5
本に1本（18～21%）は オーバーハンドを使
用しており，特に相手コートからのスパイク
に対してブロックタッチが無かった場合と比
較して，ブロックタッチがあった場合にディ
フェンスのオーバーハンド使用頻度が増加す

表.4　アンダーハンドおよびオーバーハンドによるレセプションの評価

表.5　ディグに使用した技術

本 (%) 本 (%) 本 (%) 本 (%)
Aパス 133 (44) 17 (65) 177 (55) 8 (42)
Bパス 59 (20) 5 (19) 43 (13) 5 (26)
Cパス 78 (26) 4 (15) 66 (20) 3 (16)
Dパス 21 (7) 0 (0) 34 (10) 2 (11)
ミス 9 (3) 0 (0) 4 (1) 1 (5)
総数

(  )の値は総数に対する割合．
300 26 324 19

レセプション
の評価

男子
アンダー
ハンド

オーバー
ハンド

女子
アンダー
ハンド

オーバー
ハンド

(%) (%)

31 (15) 40 (15)
1 (0) 1 (0)

10 (5) 6 (2)
2 (1) 3 (1)

72 (35) 126 (46) *
23 (11) 52 (19) *

6 (3) 7 (3)
32 (16) 34 (13)
27 (13) 2 (1) **

*: p<0.05, **: p<0.01

204 271
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表.6　相手スパイクに対するブロックタッチの有無別にみたオーバーハンドのディグ数

ディグ
総数 本数 本数

本 (%) 本 (%)
男子
　スパイク 90 42 6 (14) 48 17 (35) 0.02
　フェイント 21 19 1 (5) 2 1 (50) 0.04
　オフスピード・ショット 27 22 7 (32) 5 1 (20) 0.60
　バック・アタック 35 25 3 (12) 10 5 (50) 0.02
　ツー・アタック 1 1 0 (0) 0 0 (0) -
　クイック 30 23 1 (4) 7 2 (29) 0.06
　男子合計 204 132 18 (14) 72 26 (36) 0.00
女子
　スパイク 152 87 7 (8) 65 27 (42) 0.00
　フェイント 28 25 2 (8) 3 1 (33) 0.18
　オフスピード・ショット 26 25 5 (20) 1 0 (0) 0.62
　バック・アタック 36 27 2 (7) 9 3 (33) 0.05
　ツー・アタック 4 3 0 (0) 1 0 (0) -
　クイック 25 19 1 (5) 6 2 (33) 0.07
　女子合計 271 186 17 (9) 85 33 (39) 0.00

相手スパイクの種類

( )の値は，「ブロックタッチなし」または「ブロックタッチあり」の各本数に対するオー
バーハンドによるディグの割合．
p値は比率の差の検定（「ブロックタッチなし」および「ブロックタッチあり」とでオーバー
ハンドによるディグの割合の差を検定）による．
ツー・アタックはオーバーハンドによるディグが0本であったため，比率の差の検定を行って
いない．

pオーバーハンド
によるディグ

ブロックタッチなし ブロックタッチあり
オーバーハンド
によるディグ

ることが示唆された。
2013年の大学男子トップレベルチームを対

象とした研究3）によると，オーバーハンドに
よるレセプションは，レセプション全体の約
3.7%であり，スパイクサーブでは0.9%，フロ
ーター系サーブでは6.4%であった。本研究で
分析した世界トップレベルチームでは，オー
バーハンドによるレセプションは，レセプシ
ョン全体の男子8%，女子6%であり，スパイ
クサーブでは男子0%，女子1%，フローター
系サーブでは男子25%，女子7%であった。
これらの結果から，競技レベルや性別によら
ず，スパイクサーブに対しては，ほぼアンダ
ーハンドでレセプションを行っていることが
明らかとなった。一方，フローター系サーブ
に対しては，世界トップレベルの男子選手は
約4本に1本をオーバーハンドでレセプション
していた。また，図3の結果から，男女とも
オーバーハンドによるレセプションの約90%

はコート中央エリア（7，8，9）で行われて
おり，特に男子はこのエリアに飛来するサー
ブの5本に1本はオーバーハンドで処理してい
た。世界トップレベルの男子チームは，相手
サーブがフローター系のサーブで，レセプシ
ョン位置がコート中央の場合は，オーバーハ
ンドによるレセプションを積極的に行ってい
ることが示唆された。

ディグに関して，男子は21%，女子は18%
をオーバーハンドで処理していた。また，相
手スパイクに対して味方のブロックタッチ
があった場合，オーバーハンドによるディグ
の割合は，男子36%，女子39%となり，ブロ
ックタッチがなかった場合と比較して高くな
っていた。これらの結果から，世界トップレ
ベルの選手は，男女とも約5本に1本はオーバ
ーハンドでディグをしており，特にブロック
タッチがあった場合は約3本に1本と，その使
用頻度が上がることが示唆された。現在，指
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導者資格を取得する際に使用されるバレーボ
ール指導教本7）の「レシーブ・サーブレシー
ブ」に関する項目において，オーバーハンド
の技術に言及した記述は見られない。本研究
の結果から，レセプションに関しても，ディ
グに関しても，世界のトップレベルではオー
バーハンドを積極的に使用していることが示
されたことから，レシーブ指導の際にオーバ
ーハンドの技術に着目していく必要があるだ
ろう。

本研究の限界として，以下の2点が挙げら
れる。1点目は，男子は北京オリンピックの
上位4チームを対象としている一方，女子は
上位2チームに加えて，5位の日本チームのデ
ータも入っている点である。もちろん世界の
トップレベルではあるが，女子の結果にはベ
スト4に進出していない日本の技術・戦術の
特徴が反映されていることに留意する必要が
ある。2点目は，本研究の結果は2008年の北
京オリンピックから得たデータに基づいてい
る点である。2008年の国際大会から新しい公
認球が採用され，サーブやレセプションに影
響を与えていることが報告されている8）。新
しい公認球が導入されてから年月が経ってい
ることで，現在では，さらにこのボールに対
応するようにサーブなどの技術・戦術が変化
してきている可能性もある。今後，世界のト
ップレベルの技術・戦術を客観的に分析した
上で，トップレベルの練習だけでなく，ジュ
ニア期からの練習や指導を見直していく視点
も必要である。 

まとめとして，世界トップレベルの男子チ
ームは，相手のフローターサーブに対して，
女子よりもオーバーハンドによるレセプショ
ンが多く，4本に1本はオーバーハンドで処理
している。また，男女とも，コート中央エリ
アでオーバーハンドによるレセプションが多
い。ディグに関しては，男女とも相手スパイ
クの約5本に1本はオーバーハンドを使用して
レシーブしており，特に味方のブロックタッ
チがあった場合にオーバーハンドを使用する
頻度が増加する。
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